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⑧便尿回数の確認⑨下着やオムツの着脱の 4 場面 9
項目に分けた．評価は，1.非常に抵抗ある 2.抵抗あ
る 3.少し抵抗ある 4.あまり抵抗ない 5.抵抗ない 6.
わからないの 6 段階選択方式とした．その他，抵抗が
ある場合の対応として，女性看護師にかわってもら
う，拒否する，抵抗があるが言わない，わからない，
の選択項目を設けた．また，自由記載欄を設け患者が
日常感じていることを記載してもらった． 
Ⅲ 倫理的配慮 
対象者，家族への研究の趣旨，参加は自由であるこ
と，不利益を被らないこと，及びプライバシーの保護
について文書を用いて説明し同意を得た． 
Ⅳ 結果 
アンケート回収率 82％(ｎ＝38)．回答結果は，対
話「抵抗がない」61％．男性看護師の存在「抵抗がな
い」68％．入浴誘導「抵抗がある」79％．衣類準備「抵
抗がある」61％．軟膏処置，湿布貼付「抵抗がある」
54％．臀部への筋肉注射，採血，点滴「抵抗がある」
55％．排泄介助「抵抗がある」55％．便尿回数の確認
「抵抗がない」68％．下着やオムツの着脱「抵抗があ
る」68％．抵抗がある場合，女性看護師に変わっても
らう，拒否する 61％．抵抗感はあるが言えない 39％．
自由記載では，「騒ぐ人がいた時，頼りになる」「考
え方が大きくアドバイスを貰えたことが嬉しかった」
「困った時，優しく勇気づけてもらった」と肯定的記
載があった． 
Ⅴ 考察 
入浴，治療，排泄など身体的接触を伴う看護ケアの
場面では羞恥感情を抱き，抵抗を感じる回答が多かっ
た．船橋は「身体的接触は性的な接触を連想させがち
なので，異性愛が支配的な現代では，異性の看護者か
ら身体的接触を伴う処置を受けるとき，同性の看護者
から受けるよりも一層強く，羞恥感情が呼び起されや
すい」１）と述べている．男性看護師の看護ケアでは，
女性看護師に変わってもらう，拒否する意見があり，
一方で抵抗感はあるが言えない意見もあるため，男性
看護師は女性看護師と連携し，求められる看護ケアに
努めることが大切である． 
男性看護師と対話をすることは抵抗なく頼りにな
る，考え方が大きくアドバイスを貰えたことが嬉しか
ったなど，肯定的な記載があった．山崎は「医療消費
者の多くは画一化されたジェンダーの規範やイメー
ジによってではなく、個人の専門的能力（知識・技能）
や人間的態度によって医療者を評価するようになる
のではないか」２）と述べている．関わりを積み重ね
ていくうちに女性患者は会話，相談相手として，男性
看護師の存在を肯定的に受け止めていたと考える． 
Ⅵ 結論 
1．女性患者は身体的接触や羞恥感情を伴う看護ケア
の場面では男性看護師に対して抵抗を感じていた
ため，男性看護師は女性看護師と連携することが大
切である． 
2．女性患者は会話，相談相手として，男性看護師の
存在を肯定的に受け止めていたため，男性看護師は
信頼されているという自覚をもって関わることが
大切である． 
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